


















体重計についてでしたね。私は、体重計の歴史は把握していませんが、ヒントはあります。パリの場合、一八五〇～六〇年代に大都市改造をやりますが、その一環として、市内各所に公園をたくさん造り、そこに、コインを入れると体重を測れる体重計を設置しました。そんな版画が残ってい 。私は一九七〇年代 初めに留学しまし が、 のとき公園 まだそういう体重計が残っていました。だから 一〇〇年ぐらい続いていたことになります。しかし、 はもうありません。みな個人で体重計を持つ時代になったのですね。　
公園に体重計が置かれたこと自体が、当時すでに体重に関する関心










ヌーディスト村のルポルタージュを見たことがあります。抱腹絶倒の連続でした。なぜって、たとえば郵便配達夫が素っ裸で、自転車に乗って、郵便物を配達しに行ったり、裸のおっさんがガソリンスタンドで給油していたり、老夫婦が二人仲良く で犬のお散歩をしていたり…で。でも、ヌーディスト村は特殊な空間なの す。自分の欲動をコントロール きない人は住人になれません。　
身体に対するコントロールが働いているということであれば、まっ
たく身体解放にはなってい 。みん が裸 条件下にあるなら、裸が当 り前になる、ということはあるのでしょうが ヌーディスト村で一生を終える人はいません。何らかの齟齬が生じても不思議はないでしょう。それに、 々は裸であ その裸は原始の身体とは違っています すでにお話したように、私たち 身体は、かならず何らかの意味で文明化されているのですから いわゆる「自然 帰 」的なものとし のヌーディズムはあり得ないということです。　
ヴァカンスの期間だけ裸で暮らす、というのも悪くないでしょうが、
それはまさにファッションの一部とし のヌード生活 現代のヌーディズムは、主義や文明批判とし のインパクトを完全に
失っています。そもそも、いまでは世の中全体が裸であふれています。コートダジュールの海岸へ行けば、素っ裸に近いような人がいくらでもいます。　
カツラについてですが、あれは、制服のようなもの、あるいは、お
化粧のようなものでした。一定 階級の人々にとっては、いまのネクタイに近いか しれません。一七世紀ぐらいから流行り始めて、一八世紀にはとても流行 ます。そういえば、その頃は男性も白粉や紅をつけていました。ちなみにルイ一四世などはハイヒールさえ履い います。　
女性の場合は、カツラも含め、ヘアメイクに異常に燃えた時代があ
りました。ポンパドール夫人やマリーアン ワネットたちが活躍したロココの時代が、それです。数年ほど前に神戸ファッション美術館や東京の目黒区美術館がロココの衣服展を行ったことがあります。そこでは、農場の模型やフリゲート艦 模型など、巨大なオブジェを頭上に乗っけたヘアファッションの例が再現され まし 。一八世紀は衣服ファッションがあまりに変わり映えしなかった で、ヘアメイクなどの細部でうっぷんを晴らした、という説が有力です。　
いずれにしても、むしろ自然なものは避けて、自然から遠ざかるほ







裸体礼賛の話を少し申しましたが、ドイツでは一九二〇年代のヴァイマル時代に、まさにヌーディズム運動である裸体礼賛運動が ごく一部ではありますが盛ん なりま た。この運動の中にも、生改革運動と同じく、社会民主党系の人々もいれば、また後にナチスに行くような人々もいて さまざまな傾向を含んでいます。　
ひとつおもしろいのは、一九四二年ですからナチスの時代、しかも






















ソーの主張がドイツではいろいろなかたちの運動として引き継がれていたというお話でしたが、ルソーは一八世紀半ばの人で、じつは彼は入浴の習慣にはきわめて否定的な意見を持っていました。身体を物理的にきれ にすることなどよりも 心をきれいにすべきである か、身体は清潔よりも純粋であるほうが大事だ か、 まから見れば理解不可能な見解を主張していました。　
これも先ほどお話したように、カトリック教では、入浴はタブーで
した。たぶん二〇世紀初めまでずっとそうだったと思 ます。八〇年代に尼僧を辞めた女性の話 聞いたことがあります 尼僧院や修道院では、身体はひと月に一回か二回、ちょこっ 洗うぐらいで、 「天
使の匂いというのは、じつは身体を洗わない女性のにおいなんだ」などとジョークまがい 話をしていました。　
痩身とスポーツの話ですが、身体造形においては、身体はとにかく

















がなくなって、身体を表現しようと思えば自分で体を動かすしかないというのは、なるほどと思いま たが、その一方で、コルセットは女性に って行動を非常に狭めるものですから、コルセットからの解放＝女 解放というイメージが非常に強くあります。　
同時に、コルセットがなくなったからスポーツによって体を鍛える
という面もあると思いますが、一方で、女性たちが家のなかに閉 こもって たところから外に出ていくようになりました。乗馬も含めたドライブや、当時流行り始めたテニスやアーチェリーなど、コルセットから解放される少し前に女性の間で流行 いたスポ ツは ろいろあります。でも、そう たスポーツをしようとすると、やはりコルセットはじゃまになるので、スポーツをするためのファッションがけっこう考案されて、そのファッションの動き 「やっぱり もうコルセットなんて要らないわ」 ふうにさせたのではないか、というのが私の印象でした。でも 先生のお話を伺って、そ いうイメージもあるのかなと思いました。　
それから、コルセットも含めて、なぜ女性が身をやつすのかといえ
ば、自分の内面を云々ということもありますが 世間一般的な価値観に照らし合わせて、自分が美しく見られ い、とくに異性から美しく見られたいということもあった 思いますが、この「異性からの目」
というのは、どんな感じだったのでしょうか。【北山】　
けっこう難しい心理的なメカニズムの話になってしまいますが、な




決して女性の解放のためにコルセット しのドレスをつくったなどとは思えません。そうではなくて、彼の頭の中にあったのは、どうやれば新しいドレスの形態が きるかという思いだけだ 思います。　
一九世紀末から二〇世紀にかけて、コルセットありのドレスでは形






続々とデビューする女性デザイナーたちでした。なかでも、マドレーヌ・ヴィオネはその筆頭でしょう。そして、そのヴィオネの修行時代に計り知れない影響を与えたのが、イサドラ・ダンカンの踊りだったと私は推測しています。ヴィオネがはじめてダンカンのダ スを見たのは、ロンドンだったと思います。ヴィオネは、古代ギリシアのペプロスにヒントを得たドレスを好んで作 ています。体をスポッと入れてしまえばそれでいいような一枚布に近 ドレスで しかし、ヴィオネのドレ は、肉付きは比較的いいけれども長身の スリムな身体、そういう体型に合うようなドレスで、 わばギリシア的な女性像を理想の身体像として出していたことを見落として ならない　
したがって、コルセットからの解放は、身体解放の一面もあるけれ






























に軌道に乗り出す は、国の思惑と住民の願いが交錯したときからなのです。一九世紀の間、そういうことはなか かうまく行きませんでした。しかし、底流では、その動きが模索されていました。都市の職人層を中心にして 互助組合的 運 がいろいろ ところで起こっています。職人たちが、自分 仲間が病気になって仕事 できなくと、社会的にどんどん落ちていくのを見ていました。明日は我が身、です。そこで、互助組合的なものが生まれます。パリの仕立て職人の場合、それは一八三〇年、四〇年にはすでに議論されています。　
このような、住民のほうからのいろいろな運動を、国家は統治の仕









芽は一九世紀末から二〇世紀初めに出 といいます。 、そ 背景にはじつは帝国主義時代に突入し、 「世界の工場」からずり落ちたイギリスが、なんとか巻き返すために、つまり国力 増強 るために貧弱で、兵士にすらなれなくて、ましてや工場労働者 しても優秀ではない国民をなんとかし ければいけないという認識がありま た。ようやく国民の生活を具体的によくするための政策が採られはじめます。それが、 まわれわれが言うところの福祉政策のはじまりという面があるのです。　
それから、福祉政策の最たるものとしては母性保護や児童保護とい





















調したのか」というものですが、先ほど私がお話したのは、表情の研究がまともに行われるようになったのは一六世紀以降のことで それは、その頃になって、自分の気持ちを言葉で表すことも含めて、表情を出すこと 社会的 許容されるようになったという 、そそれに伴って、表情の研究も盛んになった、と ことだけです。　
それ以前は、頭骨の研究でしかありませんでした。それから、骨相
































のなかで、ミシュレは、 「最近はフランス人もだ だん をするようになった。女の人の肉食が増えれば、彼女たちが ん 感的でふしだらに っていくおそれがある」など いっ ことを書いて ます。とい ことは、庶民や女性にとっ 、肉食はそれほど日常的 ものではなかった、そういうふうには考えられませんか【南】　
本当におっしゃるとおりでして、私が本日お話しした生改革運動は、
労働者とは無縁の運動と考えていただいて いと思います。裕福で肉を十分に食べられるような階層のなかから生まれてきた運動です。一九世紀ドイツでも、労働者は肉を相対的 わずかしか食べられませんので、 の消費量が社会的格差をあらわしておりました。　
ただ、もうひとついえば、一九世紀半ばから後半に、科学的に栄養
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別荘ができたりするのは一八三〇年ぐらい ら す。そ 他にも テ
ニス、ゴルフなど、いろいろなスポーツが行われています。でも、それらは限られたエリートの人たちの活動でした。ご存じのように、スポーツウエアは、二〇世紀ファション 重要な発想源のひとつとなりますが、そのことがもつ意味はとても複雑で、歴史社会学的にも分析する価値のあるものです。その点を、ここで敢えて付け加えておきます。　
フランスで、民衆層が、そういう、スポーツや余暇のあるライフス
タイルを自分のものとして要求してもいい だ…となるのは、ようやく一九三〇年代のことだ 考えていいと思 ます。ヴァカンス 習慣は、一九三六年のヴァカンス法によって保証され、いわゆる一般的余暇の暮らし方が労働者 権利になっ きた 私は考えています。【松浦】　
ありがとうございます。最後に、このような質問も出ておりました。
これはやはり、研究所 所長である南先生からお答えいただこう思っています。 「日本の社会が、とくに若 が夢を持てる未来になるための方策をご教示ください」というご質問で【南】　
それは私の個人的な立場で答えられるような問題ではありません。









ができませんでした。ファッショントレンドは、世の中の政治や経済の流れと密接に関連 ています。しかし、短い尺度で判断を加え と大きな を見誤ってしまいます。その点に気をつけて 史料 して活用する らば、たとえば政治や経済の理念の変遷 ど長いスパン分析とともに活用するならば、すごく有効な手段と て使えます。私がきょう話題にしたような身体性や親密性の歴史の理解 あ っては、不可欠の素材です。　
一九世紀は消費の世紀で、いまもそれが続いています。消費は、統
治の手段として非常に有効だっ の す。日本 いえば、一九六〇年代から九〇年代はじめまでが、そうした時代でした。 かし いまは消費社会そ ものが行き詰 るところにまで来ています　
自由も、平等も、人権も、それらに関する議論は、これまで、いつ
も消費社会の存続を前提にした枠組みの中で行われてきました。私た
ちは、一九世紀から現在まで続いてきた消費社会という大きな仕組みのなかに閉じ込められているという現実、この現実を対象化して、研究や議論を組み立て直すことが求められているように思えます。歴史の役割というの これまでにどういう流 があっていまの仕組みが作られ動いてきた かを俯瞰する、 うことにあります。ですから、私たちとしては、 ま 質問のように「 すればいいのか」と問うのではなくて、むしろ「どうしたらいいのだろ か？」と自分自身に問いかけることのほうが大事なの なと思 ます。　
歴史的な研究は、そのためのある種の参考資料としてもあるのだ、
ということを実感いたしました。　【松浦】　
ありがとうございました。それでは閉会とさせていただきます。
きょうの講演者であります、北山先生と南先生に盛大 拍手 お願いたします。
（拍手）
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